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卒業。
　感謝と希望とともに。
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町
政
運
営
に

　
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
申
し
述

べ
て
お
り
ま
す
「
想
定
よ
り
急
速
に
進

む
人
口
減
少
」
は
令
和
５
年
12
月
に
報

道
さ
れ
た
、
県
内
各
市
町
村
に
お
け
る

人
口
の
将
来
推
計
や
令
和
６
年
４
月
に

報
道
さ
れ
た
「
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

自
治
体
」
に
本
町
が
該
当
す
る
な
ど
、

本
町
は
非
常
に
厳
し
い
数
値
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
改
め
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る

と
受
け
止
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
要
因
と
す
る
地
域
活
力

の
低
下
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
、
さ
ら

に
は
集
落
に
お
け
る
支
え
合
い
機
能
の

低
下
に
つ
い
て
は
、
講
じ
た
対
策
の
効

果
が
直
ぐ
に
結
果
と
し
て
現
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
粘
り
強
く
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
町
長
と
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
各
般
に
わ
た
り
発
揮
し

て
ま
い
り
た
い
と
、
改
め
て
決
意
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
加
え
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、「
第
３
次
南

会
津
町
総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
た
町

の
将
来
像
「
自
然
と
人
が
笑
顔
を
育
む

ま
ち 

～
と
も
に
生
き
る 

み
ん
な
の
ふ

る
さ
と
～
」
の
実
現
に
向
け
て
前
進
す

る
た
め
に
は
、
常
に
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
町
民
と
行
政

が
協
力
し
一
体
と
な
っ
て
、
同
じ
未
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
を
持
っ
て
、

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
施
策
を
実
行
す
る
こ

令
和
７
年
度

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
、
次
世
代
に
継
承
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
予
算
編
成
基
本
方

針
と
し
、
以
下
の
８
つ
の
項
目
を
重
点

施
策
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

重
点
施
策
１

結
婚・
子
育
て・
就
労
機
会
の
創
出

重
点
施
策
２

ま
ち
の
魅
力
を
た
か
め
る
地
域
活
力

の
創
出
と
郷
土
愛
の
醸
成

重
点
施
策
３

会
津
田
島
駅
周
辺
を
軸
と
し
た
中
心

市
街
地
の
活
性
化

重
点
施
策
４

強
み
を
活
か
し
た
次
世
代
に
つ
な
ぐ

農
林
業
の
推
進

重
点
施
策
５

町
民
の
生
活
を
守
る
安
全・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

重
点
施
策
６

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
推
進

重
点
施
策
７

地
球
温
暖
化
対
策
と
循
環
型
社
会
づ

く
り
に
向
け
た
取
組
の
強
化

重
点
施
策
８

公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
と

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革

と
で
、
次
世
代
に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、「
夢
と
希
望
と
活
力
に

満
ち
た
南
会
津
町
の
実
現
」
を
目
指
し

町
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
り
経

済
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
町
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
り
力
を
結
集
し
、
一
人
ひ

と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
安
心
し
て
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
町
の
実
現
に
向
け

て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
令
和
７７
年
度　

町
政
施
政
方
針

年
度　

町
政
施
政
方
針
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か
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目
指
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消
滅
可
能
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自
治
体
か
ら
の
脱
却
を
目
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次
世
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に
継
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次
世
代
に
継
承
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き
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ま
ち
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く
り

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
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目標の柱  1

豊かな自然ときれいな水
が育む元気に安心して
過ごせるまちづくり

　本町の豊かな自然を後世に
引き継ぐとともに、町民１人
ひとりが健康で安全に安心し
て暮らし続けられる環境づく
りを目指します。

１．自然資源の活用
　現行の「住宅用太陽光蓄電シス
テム設置費補助金」を発電シス
テムを含めた制度に拡充し、地
球温暖化対策に取り組むととも
に、リサイクル等の推進により
ごみの減量化に取り組むことで、
持続可能な循環型社会の構築を
進めます。

令和７年度主要施策の
概要について

　第３次南会津町総合振興計画
に掲げる５つの目標の柱に基づ
き、主要な施策の概要について
説明します。

２．特定外来生物防除
　耕作放棄地を中心に特定外来
生物の分布域が広がっているこ
とから、町民一人ひとりに特定
外来生物の影響について理解し
ていただけるよう周知に取り組
み、自然環境保全について意識
の醸成を図ります。

６．子育て支援
　本町の強みであります相談支
援体制をより深化するため、こ
ども家庭センターの機能を強化
することにより、全ての妊産婦、
子育て世帯、子どもに対する幅
広い支援を継続します。
　また、屋内遊戯施設の整備に
ついては、体験イベントを実施
し、継続して調査・検討を進め
るほか、子育て世帯における保
育料の負担軽減を目的とした保
育所入所応援助成事業を継続し
ます。

３．医療の充実
　将来にわたって地域医療が維
持されるよう地域医療体制の確
保に取り組みます。
　特に令和６年３月に診療所が
閉院した伊南地域においては、
福島県医業承継バンクを介し、
東京都で開業している医師が新
たにクリニックを開設する計画
であり、対面とオンラインを併
用した診療、さらに在宅診療を
含めた新たな医療の提供により、
地域医療の確保と住民の不安解
消に取り組みます。

７．結婚支援
　結婚支援では、結婚サポート
企業等への登録企業と協力、連
携した、将来の生活設計につい
てのセミナーや婚活イベントを
開催し、独身男女の出会い・交
流の場を創出します。

　また、婚姻届を提出した町民
に対し結婚祝い金を交付する新
婚生活エール事業を引き続き実
施します。

４．障がい者の福祉
　手話は言語であることの認識
のもと、手話言語への理解促進
及び普及等の施策を推進するた
め、条例の制定や啓発に努め、
誰もが安心して暮らせる共生社
会の実現を目指します。

５．健康づくり
　健康に不安を抱えることなく
暮らし続けられるよう、各種予
防接種にかかる費用の助成や成
人保健事業、食育事業等を継続
するとともに、歯科保健におい
てフッ化物洗口事業を小中学校
へ拡大し、町民の健康づくりに
一層取り組みます。
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１．農業の推進
　農業従事者の減少を見据えた
中で受け皿となる新規就農者や
多様な担い手の確保、さらには
農産物の付加価値向上を目指す
経営体の育成に引き続き取り組
みます。特に、南郷トマト生産
者の確保については、南郷トマ
ト生産組合や地域住民と協同で
ＰＲ動画を作成し、南郷トマト
生産に関わることの魅力を広く
周知しながら、新規就農者の確
保に努めます。
　さらに、農家の経営所得の安
定に向け、経営規模に応じた農
業機械導入や施設整備に係る経
費の支援及び地域の特色をいか
した重点振興作物の栽培に対す
る支援などを継続し、農業の持
続的発展と農業所得の向上を目
指します。このほか、農作物等
への鳥獣被害を抑えるため、個
体数調整に努めるとともに、複
合柵設置等の被害対策支援を継
続しながら、集落と一体となっ
て対策に取り組みます。

目標の柱  2

魅力を高め活力を生み出す
ヒト・モノ・カネの好循環化

　若者が希望する就労の場が
少ないほか、店舗が減少して
る現状を打破するため、地域
の特性をいかし農林業や商工
業の生産性を向上させ、町内
の経済が循環するまちづくり
を目指します。

５．新たな地域産業
　ドローン飛行実証試験誘致を
進め、地元事業者が提供するサー
ビスとの連携や機体の共同開発
につなげるとともに、ドローン
産業を担う人材を育成するため
の普及啓発活動と無人航空機操
縦資格の取得経費の支援を行い
ます。

４．消費喚起と就業支援
　プレミアム付電子クーポンを
発行することで、電子決済の利
用を促すとともに、地域内消費
を喚起することで、地域経済の
活性化、商工業者の経営安定化
につなげます。
　さらに、働き方の多様性と女
性の活躍の場を創出するため、
時間や場所にとらわれずに就業
可能な在宅ワーカーの育成と就
業のマッチング支援を行います。

３．経営の安定化
　一定の投資と雇用を確保して
町内に工場等を新設した企業に
対して、固定資産税相当額の一
部を奨励金として交付するほか、
個人事業者及び法人の新規創業
等に係る経費の一部を助成する
ことで、事業活動の促進と雇用
の創出を図ります。

２．林業の振興
　豊富な森林資源をいかして町
内経済の好循環化に結びつける
とともに、森林の持つ多面的機
能を維持するため、森林環境譲
与税を活用し皆伐地の再造林を
促進する経費を支援し、持続的
な森林整備を進めます。
　また、林業技術の研修やスマー
ト林業に向けた資格取得に係る
経費の一部を支援し、次世代を
担う人材育成に努めます。

６．中心市街地の活性化
　様々な要因により空き店舗が
増加し、活気が失われつつある
ことから、町内事業者等が協働
により自主的 ・主体的に取り組
む中心市街地の賑わい創出のた
めのイベント経費、及び空き店
舗の利活用に要する経費の一部
を助成するとともに、デジタル
見どころマップを活用し、まち
なかの周遊性を高めるなど、ま
ちなかの未来ビジョンの具現化
に向け引き続き取り組みます。

７．観光、地域間交流の推進
　本町の星空の魅力を観光資源
としていかした観光誘客の推進
体制を整備するため、星空ガイ
ドの育成を継続します。加えて、
合宿誘致を推進するほか、企業
の研修先としての地位を確立す
るため、地域団体と連携しなが
ら企業研修の魅力づくりや受入
れ体制の構築を促進します。
　また、国道２８９号八十里越
の開通を見据え、老朽化した道
の駅きらら２８９の大規模改修
を実施します。
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目標の柱  3

快適で充実した生活が送れ
る魅力ある生活基盤づくり

　災害への備えや除排雪への
対応、上下水道や公共交通な
どの社会・生活基盤を適切に
維持することで、生活の快適
さの向上や、安全 ・安心な暮
らしとともに持続可能なまち
づくりの実現を目指します。

５．地域公共交通
　自家用車を持たない高齢者な
どの交通弱者にとって、移動手
段として必要不可欠なものであ
ることから、町全体の公共交通
につきましても、引き続き地域
住民、交通事業者及び関係機関
と協議を重ねながら町民の皆様
が利用しやすく、効果的かつ効
率的な公共交通網の形成に努め
てまいります。
　併せて、高齢運転者による痛
ましい事故が全国で増加する中
で、交通事故の防止と公共交通
利用促進を図るため、運転免許
証の自主返納者に対する支援を
継続してまいります。

１．道路及び橋梁の整備
　町道永田・中荒井線や町道後
原・丹藤線の改良工事、町道関本・
古内線の富貴沢橋架け替え工事
及び町道高杖原線の舗装打替工
事など、町民生活に密接にかか
わる生活道路の改築・修繕工事
を実施します。

　また、降雪期における生活道
路の機能を確保するため、伊南
地域の老朽化した除雪ドーザ１
台を更新します。

　一方、会津縦貫南道路５工区、
栃木県側で事業が着手された栃
木西部・会津南道路など、本町
を取り巻く幹線道路の整備が着
実に進んでおります。今後も、
県道黒磯田島線を含め幹線道路
の整備促進に向けた要望活動を
力強く継続します。

３．水道水の安定供給
　水道事業では、田島第一地区
と田島第二地区の施設の統廃合
に向けた高野地区への加圧ポン
プ場整備や針生地区と静川地区
の連絡配水管の整備を継続して
実施するほか、老朽化等による
漏水リスクの高い管路を優先的
に更新することで、水道水の安
定供給に努めます。

２．住宅確保要配慮者対策
　町営住宅松下団地の建て替え
事業、町営住宅会下団地の改修
事業の継続など、町民の生活基
盤の整備を計画的に進めます。

４．持続可能な下水道事業
　下水道事業では、上郷地区と
高杖原地区の農業集落排水処理
施設の統廃合に向けた上郷処理
施設の改良工事等を引き続き実
施するほか、南郷浄化センター
と古町地区農業集落排水処理施
設の統廃合に向けて管路の橋梁
添架工事を実施するとともに、
下水道使用料の改定を行うこと
で下水道事業会計の健全な経営
を目指してまいります。

６．防犯・防災対策
　町内の主要箇所に防犯カメラ
を設置し、犯罪発生時には情報
の速やかな収集と関係機関への
提供により、広域化する犯罪の
未然防止と町内の防犯対策に努
めます。
　併せて、道路交通法の改正に
伴い、現在、準中型免許を保有
していない消防団員が在籍し、
将来的に消防車両の運転に支障
をきたすことが想定されること
から、令和７年度より、消防団
員の準中型免許取得に対する補
助金の交付を開始し、消防団体
制の維持・強化に努めます。
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目標の柱  4

世代を超えて「南会津愛」を
育む“共育”のまちづくり

　地域の担い手の育成には郷
土愛を育む必要があると考え
ており、家庭や地域など町民
一人ひとりが郷土の歴史や文
化に触れ、交流を深めること
で、共に学び育ち合いながら
郷土の良さや暮らす喜びを知
ることができるまちづくりを
目指します。

１．部活動の地域移行
　中学校部活動の地域移行につ
いては、地域移行が円滑に進め
られるよう学校や保護者、関係
団体などの関係者による協議会
を設立し、スポーツなど将来に
わたり継続して親しむことがで
きる機会を確保するため、課題
の整理や具体的施策など地域の
実情に応じた環境づくりや活動
の在り方等について協議・検討
を進めます。

２．郷土愛を醸成
　子どもたちの郷土愛を醸成す
るため、田島祇園祭屋台歌舞伎
ワークショップや藍の栽培、郷
土料理づくりなど、町内各小中
学校において地域のヒト・モノ・
コトに触れる体験学習を引き続
き実施します。

６．特別支援教育
　特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒への対応として、特
別支援教育支援員を配置し、学
級担任と連携して日常生活上の
介助や学習支援、安全を確保す
るなど、共生社会の実現に向け
た教育の構築を目指し、特別支
援教育における教育ニーズに的
確に応える指導体制を整えます。

４．ＩＣＴ教育
　ＧＩＧＡスクール構想が第２
期を迎える中、ＩＣＴを活用し
た学習環境を引き続き充実させ
るため、町内すべての小中学校
におけるタブレット端末の更新
を実施します。

５．教育環境の整備
　少子化により児童生徒数が減
少する中で複式学級は増加傾向
にありますが、複式学級の指導
体制を充実させるため「学習支援
員」を配置し、小規模校の良さ
をいかした教育環境を整備しま
す。
　また、舘岩地域の教育環境を
維持するため、舘岩小学校と舘
岩中学校の小中一貫校の設置に
向けた検討を進めるとともに、
舘岩地域の保護者から要望の多
い他校との交流については、西
部３小学校による交流活動やさ
いたま市立舘岩少年自然の家の
利用校との交流を継続します。

３．学校給食費の支援
　物価高騰が続く中、子育て世
帯の経済的負担の軽減を図り、
子どもたちが健やかに成長する
よう、新たに小中学校における
学校給食費の一部支援を開始し
ます。

　

７．世代間交流と生涯学習
　地域と連携した教育を推進す
る放課後子ども教室での体験活
動などを継続しながら、世代間
交流による郷土愛や自立心を育
むなど地域を担う人材の育成が、
子育て支援や年齢、性別を超え
た“共育” に繋がるよう努めます。

　また、生涯学習の拠点施設で
ある御蔵入交流館の空調設備改
修工事を継続するとともに、公
民館講座や文化講演会では、町
の課題解決に繋がるような事業
を展開しながら、生涯学習環境
の充実に努めます。

８．地域文化の保存・伝承
　本町の代表的な伝統芸能であ
る田島祇園祭屋台歌舞伎や、伝
統技術である藍染技術の後継者
育成と伝統文化の継承に取り組
むなど、民俗芸能や伝統文化の
保存伝承に努めます。
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目標の柱  5

誰もが主役で誰もがつなが
る未来を見据えた協働によ

るまちの運営

　急激な人口減少や厳しい財
政状況、社会情勢の目まぐる
しい変化に対応していくため
に、町民と行政が互いに協力
し、町民一人ひとりがまちづ
くりの主役として輝くことが
できる行政運営を目指します。

２．協働のまちづくり
　動く町長室などの広聴事業を
はじめ、様々な場面で様々な世
代の町民の皆様と対話する場を
設けてました。
　この取組の中で、町民の皆様
の声に真摯に向き合い対話を進
めることで、いただいた意見を
町政に反映するほか、地域の相
互扶助や自主的かつ主体的な活
動及び集落機能の維持強化が図
れるよう継続して支援するとと
もに、町と団体や団体間の協働
の取組を推進します。
　また、地域の将来を担う人材
の育成に取り組みます。

４．行財政運営
　観光施設をはじめ多くの町有
施設を抱える本町にとっては、
それらの維持管理費が将来的な
財政運営の大きな負担になるこ
とが予想されます。そのため、
公共施設等総合管理計画に基づ
き、長期的なメンテナンスサイ
クルの構築、トータルコストの
縮減と予算の平準化、施設の再
配置や統合、複合化及び民間活
力による有効活用、管理経費の
削減など、公共施設の維持管理・
更新等の最適化を図り、経常経
費の削減と投資的経費の財源確
保に努めながら、将来を見据え
た効果的・効率的な行財政運営
に一層尽力します。
　また、町有観光施設につきま
しては、タウンミーティングで
出された意見や書面で寄せられ
る意見も加味し、６月を目途に
方針を決定し、令和８年度以降
の指定管理者を選定する手続き
を進めます。

１．デジタル化の推進
　デジタル化が進展する中で、
職員のデジタルに関する研修な
どをとおして、デジタル技術を
活用した行政システムの導入に
関する検討を継続し、住民サー
ビスの充実に取り組みます。

３．関係人口や定住促進
　町外在住の方が将来的に二地
域居住や移住しやすいよう、空
き家バンク制度と住宅取得支援
に関する事業及び子育て支援に
関する事業を組み合わせた情報
提供など、関係機関等と連携し
ながら関係人口や定住促進の事
業に継続して取り組みます。

町政施政方針
むすびに

　　令和７年度も、町民の皆さま
の声に耳を傾け、対話をとおし
ながら、町民と行政が信頼で結
ばれたまちづくりを進めること
が極めて重要であると認識して
おります。より多くの声を町政
に反映させるとともに、町民の
皆様と議会、行政の信頼関係を
構築しながら、安全・安心のま
ちづくりと地域力の向上に職員
と一丸となって全力を尽くして
取り組んでまいります。
　町民の皆さま及び議員各位に
おかれましては、引き続き町政
への一層のご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げまし
て、私の所信とさせていただき
ます。

　町政施策方針の
　　詳細はコチラ▶

  南会津町長
  　　渡部　正義
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歳入
132億

3,000万円

■ 令和７年度会計別当初予算額一覧
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 前年度比

一 般 会 計 132億3,000万円 125億6,800万円 6億6,200万円 5.3％
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億2,900万円 15億5,600万円 ▲ 2,700万円 ▲ 1.7％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億6,900万円 2億5,900万円 1,000万円 3.9％
介 護 保 険 特 別 会 計 22億5,800万円 22億7,800万円 ▲ 2,000万円 ▲ 0.9％
水 道 事 業 会 計 9億5,273万9千円 9億2,664万2千円  2,609万7千円 2.8％
下 水 道 事 業 会 計 8億7,274万2千円 8億4,795万9千円 2,478万3千円 2.9％

合　計 191億1,148万1千円 184億3,560万1千円  6億7,588万円  3.7％

自主財源
（22.8%）

依存財源
（77.2%）

繰越金
3億円（2.3%）

繰入金
8億4,278万5千円
                （6.4%）

諸収入
1億4,903万7千円

（1.1%）

　　その他 自主財源
（1.3%）

　　　・分担金および負担金
　　　　　　　2,683万9千円
　　　・使用料および手数料
　　　　　　　7,044万4千円
　　　・財産収入、寄附金 
　　　　　　　9,108万2千円

地方交付税
　64億7,500万円

（48.9%）

町債
14億1,010万円

（10.7%）

国庫支出金
10億1,664万7千円
　　　　　（7.7%）

県支出金
6億4,624万7千円（4.9%）

その他 依存財源（5.0%）
　・地方消費税交付金　3億4,500万円
　・地方譲与税　　  2億4,251万6千円
　・その他の交付金　　　  6,980万円 町税

15億4,450万3千円（11.7%）

令
和
令
和
７７
年
度　
年
度　

　
　
　
　

南
会
津
町

南
会
津
町
当
初
当
初
予
算
概
要

予
算
概
要

　　

　

3
月
14
日
、
令
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年
度
当
初
予
算

が
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和
７
年
第
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回
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会
定
例
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　
「
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滅
可
能
性
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治
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か
ら
の
脱
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を
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次
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代
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で
き
る
ま
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く
り 

」
を
テ
ー
マ
と
し
た
当
初

予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　【問合せ】
　　総務課  財政係  電話  0241-62-6100

　令和７年度一般会計
　　　　　歳入予算内訳
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　令和７年度一般会計
　　歳出目的別予算内訳

歳出
132億

3,000万円

■ 性質別歳出内訳
性質区分 当初予算額 構成比

人 件 費 23億1,580万4千円 17.5％
物 件 費 19億4,171万4千円 14.7％
維 持 補 修 費 8億7,455万円 6.6％
扶 助 費 9億9,645万3千円 7.5％
補 助 費 等 27億5,778万4千円 20.9％
内  

訳
一 部 事 務 組 合 13億5,806万4千円 （10.3％）
そ の 他 13億9,972万円 （10.6％）

普 通 建 設 事 業 費 17億4,447万1千円 13.2％

内  

訳

補 助 事 業 費 6億9,946万9千円 （5.3％）
単 独 事 業 費 9億5,382万2千円 （7.2％）
県 営 事 業 負 担 金 等 9,118万円 （0.7％）

公 債 費 17億314万4千円 12.9％
積 立 金 1億7,614万円 1.3％
貸 付 金 2,000万円 0.1％
繰 出 金 6億5,194万4千円 4.9％
予 備 費 な ど 4,799万6千円 0.4％

合　計 132億3,000万円 100.0％

令和７年度南会津町
一般会計当初予算

主要事業ピックアップ

■ 総務費
  ・集落応援交付金事業

2,176万6千円
  ・地域乗合タクシー運行事業

5,296万2千円
■ 民生費・衛生費
  ・高齢者世帯等除雪支援事業

1,661万6千円
  ・子ども医療費助成事業

4,879万円
  ・保育所入所応援助成金事業

1,104万9千円
  ・こども家庭センター運営事業

3,067万3千円  
  ・妊娠・出産21プロジェクト事業

854万1千円
  ・歯っぴいスマイルプロジェクト事業

306万7千円
  ・伊南地域診療施設等整備事業

3,154万円
■ 労働費
  ・女性在宅ワーカー就業支援事業

320万1千円
  ・ドローン活用人材育成事業

126万7千円
■ 農林水産業費
  ・担い手づくり総合支援事業

1,995万6千円
  ・森林環境譲与税事業

5,968万2千円
■ 商工費
  ・地域内消費促進電子クーポン
 　活用事業

1,467万8千円
  ・地域特産品の地酒を中心とした
 　南会津町の魅力発信事業

1,380万8千円
  ・道の駅きらら289 大規模改修事業

3億2,292万4千円
■ 土木費
  ・道路メンテナンス事業

2億8,720万円
  ・空き家対策事業

1,254万7千円
■ 教育費
  ・特別支援教育支援員配置事業

7,687万1千円
  ・学校給食支援事業

1,678万8千円

議会費・労働費など
1億5,864万9千円（1.1%）

総務費
18億8,079万3千円

（14.2%）

民生費
26億697万6千円

（19.7%）

衛生費
12億2,915万3千円

（9.3%）

農林水産業費
7億2,263万円（5.5%）

商工費
8億4,995万7千円（6.4%）

土木費
19億7,850万5千円
　　　　  （15.0%）

消防費
6億7,107万9千円（5.1%）

教育費
14億2,911万4千円

 （10.8%）

公債費
17億314万4千円

（12.9%）
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 ■ 舘岩総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長     
   　　阿久津勝英

星　　一伸
星　　弘樹

総　務　係 星　　弘樹 兼   阿久津夏孝 78-3320
住　民　係 星　　一伸 兼   大山　幸祐　　楠　　真衣　　菅野　　望 78-3345

   振興課長
   　　小勝　秀勝 阿久津政臣

企画観光係 阿久津政臣 兼   山越　貴幸　　内山　佐和　　橋本　　翼　 78-3330
農林建設係 近藤　　厚 　   馬場　隆一　　赤松　了太　　大竹　翔真 78-3340

 ■ 伊南総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　菅家　康夫 ー

総　務　係 菊地　正彦 　   小山　美香 再 76-7711

住　民　係 星　美穂子 　
  塩生　敬洋　　星　佳奈子　　土橋　一馬 兼
  芳賀美咲加　　赤塚　健弥 再

76-7712

   振興課長
   　　野中　昭一 河原田庄佐

企画観光係 大塚　敏浩 　   皆川　忠昭　　高倉　駿平　　 76-7715
農林建設係 河原田庄佐 兼   平野　貴司　　平野　宗則　　馬場　　誠 再 76-7716

   教育委員会分室長
   　　山内　秀剛 近藤　功一

学校教育係 近藤　功一 兼   梅宮　朋伯　　馬場　富美 (南会津中) 76-7718
生涯学習係 湯田　浩史 　   阿久津　流 76-7719

 ■ 南郷総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　平野　芳和 ー

総　務　係 馬場　英樹 　   渡部　洋三 再 72-2111
住　民　係 河原田千恵 　   星　加奈子　　梁取　　倭　　齋藤　由美 再 72-2224

   振興課長
   　　大桃　　悟 平野　知則

企画観光係 平野　知則 兼   星　　美沙　　八木沢誠二 再 72-2900
農林建設係 平野　哲也 　   馬場　芳男　　目黒　　拓　　塩生　和也 72-2113

 ■ 博物館・保育所・幼稚園
所属長 主幹・補佐 係　名 係長・主任 係員・保育士・調理員 電　話

   奥会津博物館長
   　　橘　　一明 ー 事　業　係 渡邊　貴恵 　   渡部　陣一 66-3077

   田部原保育所長　
   　　目黒　智夫 ー ー 馬場　牧子 　   芳賀　香織　　渡部優希子　　佐藤　若奈　

  玉川　佳子　　向後　純子　　児山加世子 62-3996

   伊南保育所長兼
   南郷保育所長
   　　星　　克之

ー
伊南保育所 大竹　順子 　   大山　勝利　　五十嵐千賀　　馬場　千晴 76-2034

南郷保育所 坂田　美和 　   渡邉真由美　　大山　香理　　星　　美穂
  荒井智恵美　　酒井　浩行 再 73-2900

   舘岩幼稚園長
　 ( 舘岩小学校長 )

ー ー 平野　理砂 　   星　　美香 78-3430

 ■ 退職　　　　　　　　　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

舘岩総合支所 支所長 渡部　浩明
伊南総合支所 主任主査 馬場　　誠
伊南総合支所 主任主査 小山　美香

農林課 主任主査 八木沢誠二
税務課 主任主査 湯田　紳介
税務課 主任主査 室井　辰也

伊南総合支所 主任主査 赤塚　健弥
議会事務局 議事係長 阿久津文稔
住民生活課 主査 室井　一仁

伊南総合支所 保健技査 小寺　理奈
総合政策課 主事 鈴木　博貴
住民生活課 主事 大山　由華
南郷小学校 主任用務員 菊地　実佐

 ■ 派遣
派遣先 氏　名

　南会津地方広域市町村圏組合 斎藤　　成
　会津森林管理署 南会津支署（林野庁 ） 酒井　裕基

 ■ 再任用終了　　　　　　　　 　　　　　  （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

舘岩総合支所 建設業務専門員 阿久津弘典
南郷総合支所 建設業務専門員 斎藤　　清

※兼＝兼務　　併＝併任　　再＝再任用　　新＝新規採用　　太ゴシック＝異動職員

 ■ 派遣期間満了による退職　　　　　　　　（３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

学校教育課 主幹兼指導主事 塩生　敬久
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令和7年度　南会津町職員配置表
町　長 渡部　正義 副町長 二瓶　勝俊 教育長 川島　敬章

 ■ 町役場本庁舎
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   総務課長
   　　月田　　啓 長谷川祐樹

総　務　係 長谷川祐樹 兼   藤沢　一彰　　大山　直人　　榊原　貴彦
  阿久津夏菜　　原田　みさ　　

62-6100財　政　係 小椋　恵司 　   楠　　祐馬　　馬場　貴大
管　財　係 湯田　昌伸 　   猪股　　淳　　児山　初音　　星　　弥生

   総合政策課長
   　　星　　良栄 佐藤　隆士

企画政策係 佐藤　隆士 兼   星　　拓哉　　阿久津恋斗　　
62-6210地域振興係 舟木　浩隆 　   長沼　有紀　　赤羽　　希

広報情報係 藤澤奈々恵 　   酒井　来武　　大橋　真人　　五十嵐和樹
   会計管理者兼会計室長
   　　馬場　和伸 ー 会　計　係 星　　　光 　   星　　郁乃　　星　　明子 62-6150

   税務課長
   　　渡部さつき 相原　寛之 

固定資産税係 芳賀　隆徳 　   猪股　一友　　湯田　紳介 再
62-6110町　税　係 羽染さおり 　   君島　卓馬　　弓田　綾乃

収　税　係 相原　寛之 兼   渡部　浩一　　渡部　美江　　室井　辰也 再

   住民生活課長
   　　鈴木　秀和 中島　　良

戸籍住民係 栗橋　三枝 　   猪股　雅勝　　渡部　　健　　
62-6120国保年金係 星　　千恵 　   渡部　秀介　　室井　成美　　渡部　真央

消防交通係 塩生　光章 　
  加藤　勝裕  

消費生活安全担当 大竹　正一 　 62-5054

   健康福祉課長
   　　遠藤　知樹

近藤　美和

大竹　政範

社会福祉係 五十嵐正喜 　   五十嵐加奈子　　大山　里美　　廣野　由美
  渡部　悠大

62-6170
子育て支援係 大竹　政範 兼   橘　　千絵　　佐藤　　円　　長沼　芳人

  生出　優香 新
介護保険係 佐藤　亜衣 　   五十嵐日向子　木村真理子 再　星　　　希 62-5050

健康増進係 近藤　美和 兼   寺岡美紀子　　舟木　　健　　土橋　一馬
  渡部　聖子 62-6180

   環境水道課長
   　　星　　徹也 須江　健太

経　営　係 津吹　雅之 　   星　　文乃　　佐藤　夏美　　
62-6140環境衛生係 須江　健太 兼   藤澤　昇太　　樋口かんな 新

事　業　係 荒井　大樹 　   大竹　喜成　　児山　裕巨　　廣野亜香音
　   上下水道お客様センター 62-5055

   商工観光課長
   　　湯田　賢史 長沼　正憲

商工振興係 長沼　正憲 兼   渡部　　茜　　小山内陸人 
62-6200雇用促進係 山内　大和 　   五十嵐太介

観光交流係 樋口　和夫 　   齋藤　大也　　渡邉　哲大　　湯田　一葉 新

   農林課長
   　　橘　　　昭 菊地　孝幸

農　政　係 渡部　高志 　   梅宮　　爽　　馬場　博崇　　遠藤　智之

62-6220
農林土木係 菊地　孝幸 兼   星　　太樹　　平野健太郎
国土調査係 室井庄一郎 　   ー

林　政　係 室井　隆宏 　   酒井　　響　　渡部　　顕　　向後　隼平
  渡部　絵美　　牧島　京右（ 林野庁 ）

   農業委員会事務局長
  　　星　　貴夫 星　　　彰 農地管理振興係 星　　　彰 兼   ー 62-6320

   建設課長
   　　室井　利和 星　　宏明

管　理　係 佐藤　弘和 　   菅家　裕貴　　目黒　真悠　　金井日南太

62-6230
土　木　係 湯田　高史 　   渡部　一基　　川井　　匠　　星　　元輝
都市計画係 丸山　英司 　   馬場　侑大 新
建築営繕係 白川　秀一 　   大橋慎次郎　　長谷川春奈 

   議会事務局長
   　　渡辺　健二 ー 議　事　係 室井　夏雄 　   渡部　龍人 62-6310

   学校教育課長
   　　星　　博文

湯田　達也
（ 県教育委員会 ）

林　　明宏
学　校　係 林　　明宏 兼

  吉井　美佳 (南会津広域圏組合)　　　児山　夏美
  五十嵐颯也　　星　　佳明

62-6300　堀　　貴代 (田島小)　　星　千代江 (田島中)

　児山　和代 (荒海小） 再

   生涯学習課長兼
   文化ホール館長兼
   中央公民館兼
   図書館長
   　　廣野友一郎
                  （御蔵入交流館）

渡部　和臣

生涯学習係 馬場　信行 　   星　　優南　　仲川　結登 62-5511
芸術文化係 渡部　健一 　   星　　貴晴　　室井　秀太 

62-6311文　化　財　係 渡部　和臣 兼   星　良太郎
重伝建地区担当 阿久津政臣 併   橋本　　翼 併

ー 図書館事業係 廣野友一郎 兼   渡部　竹美　　星　　貴晴 兼  星　良太郎 兼 
  星　　優南 兼  仲川　結登 兼  室井　秀太 兼 62-5522
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令和６年度

南会津町教育委員会表彰式
　町教育委員会では、各分野において文化の向上および教育の振興発展に貢献し、その功績が顕著である方々

を表彰しています。令和６年度南会津町教育委員会表彰式を３月２日に御蔵入交流館で開催しました。
　※当該表彰は、１月末までに内申のあった個人または団体が対象です。(学年や年齢は、令和６年度現在)

　【問合せ】　学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300

【
功
労
表
彰
】

▼
湯
田　
恭や

す
ゆ
き之

　
（
鴫
山
短
歌
会
会
長
）

▼
故
・
貝
田　
美よ

し
ろ
う郎

　
（
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
）

▼
佐
藤　
高こ

う
け
い慶

　
（
南
会
津
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

▼
菅
家　
大ひ

ろ
よ
し善

　
（
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

【
功
績
表
彰
】

▼
馬
場　
千ち

よ代

　
（
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

▼
平
野　
健け

ん
い
ち一

　
（
南
会
津
町
社
会
教
育
委
員
）

▼
田
口　
卓た

く
や弥

（
南
会
津
町
立
田
島
第
二
小
学
校
父
母

と
教
師
の
会
会
長
）

【
奨
励
賞
】

第
40
回
全
国
道
場
対
抗
剣
道
大
会
全
国

道
場
少
年
剣
道
選
手
権
大
会
福
島
県
予

選
会
中
学
女
子
個
人
戦
の
部
・
優
勝

▼
藤　
岬み

さ
き（

伊
南
武
道
館
）

令
和
６
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会
剣
道
競
技
女
子
団
体
戦
・
優
勝

▼
羽
染　
茉ま

や弥
（
白
河
高
２
年
）

第
66
回
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

団
体
戦
・
第
3
位

▼
芳
賀　
翔し

ょ
う
や矢（

県
選
抜・伊
南
武
道
館
）

▼
菅
野　
真し

ん
ぺ
い平（

県
選
抜・伊
南
武
道
館
）

第
11
回
和
道
会
北
日
本
空
手
道
選
手
権

大
会
小
学
３
・
４
年
生
男
子
組
手
・
準

優
勝

▼
室
井　
慶け

い
じ嗣

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
19
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手

権
大
会
中
学
１
年
生
男
子
組
手
・
優
勝

▼
湯
田　
裕ひ

ろ
と登

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
９
回
東
北
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空

手
道
選
手
権
大
会
男
子
個
人
組
手
５
部

６
部
・
優
勝

▼
湯
田　
浩こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
瑞
空
塾
田
島
）

第
40
回
福
島
県
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
兼
第
13
回
東
日
本
都
道
府
県
大
会

福
島
県
選
考
会
女
子
走
高
跳
・
優
勝

▼
鈴
木　
そ
の
か
（
田
島
小
６
年
）

第
68
回
中
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
・
第
３
位

▼
稲
本　
笑え

み
こ子

（
岐
阜
女
子
高
３
年
）

第
69
回
全
国
私
立
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
・
優
秀
校

▼
佐
藤　
ら
ん
（
花
巻
東
高
３
年
）

第
１
０
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
福
島
大
会
・
優
勝

▼
星　
流り

ゅ
う
き貴　

（
聖
光
学
院
高
３
年
）

第
75
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球

福
島
県
大
会
・
優
勝

▼
星　
響ひ

び
き　

（
聖
光
学
院
高
３
年
）

令
和
５
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
ス

キ
ー
大
会
女
子
回
転
・
優
勝

▼
中
山　
翠み

ど
り（

南
会
津
高
３
年
）
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第
45
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ル
ペ
ン

公
認
記
録
会

Ｕ
―
10
女
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
陽ひ

な
の希(

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

Ｕ
―
14
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
天た

か
み
ち道(

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

Ｕ
―
16
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
健け

ん
し
ん心(

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

第
67
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ

シ
カ
ル
・
フ
リ
ー
・
優
勝

▼
佐
藤　
豪ご

う
（
南
会
津
中
３
年
）

第
77
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

成
年
男
子
Ｂ
10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル

▼
馬
場　
亮り

ょ
う
た太（

伊
南
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

第
47
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

コ
ン
ク
ー
ル

幼
児
０
歳
～
４
歳
部
門
・
銀
賞

▼
千
葉　
咲さ

ら来
（
田
島
保
育
園
）

第
47
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島

支
社
コ
ン
ク
ー
ル

幼
児
５
歳
～
６
歳
部
門
・
最
優
秀
賞

▼
滝
沢　
結ゆ

あ愛
（
田
島
保
育
園
）

第
69
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

小
学
１
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
近
藤　
愛あ

ん
じ
ゅ珠

（
南
郷
小
１
年
）

小
学
２
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
馬
場　
咲さ

り

な
里
那
（
田
島
小
２
年
）

中
学
３
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
生
出　
遥は

る
か香

（
田
島
中
３
年
）

令
和
６
年
度
歯
科
衛
生
書
写
コ
ン
ク
ー

ル
・
最
優
秀
賞

▼
松
坂　
藍ら

ん
こ子

（
舘
岩
小
５
年
）

第
68
回
Ｊ
Ａ
共
済
福
島
県
小
・
中
学
生

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
半
紙
の
部
・
金
賞

▼
小
寺　
在あ

り
（
田
島
小
６
年
）

第
56
回
福
島
県
児
童
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
５
年
生
の
部
・
特
選

▼
湯
田　
浩ひ

ろ
と登

（
田
島
第
２
小
５
年
）

第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文
福
島
県
コ

ン
ク
ー
ル
小
学
６
年
生
の
部
・
特
選

▼
田
口　
榎か

の乃
（
田
島
第
２
小
６
年
）

第
91
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
高
等
学
校
の
部
・
銀
賞

▼
丸
山　
敏と

し
き毅

（
会
津
高
１
年
）

▼
塩
生　
健け

ん
た太

（
会
津
高
３
年
）

第
77
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
高
等
学
校
部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ
・
金
賞

▼
塩
生　
真ま

い依
（
会
津
高
１
年
）

第
７
回
全
国
中
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

龍
谷
大
学
賞

▼
細
井　
み
ず
保ほ

（
田
島
中
２
年
）

第
11
回
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
決
勝
大
会
・
準
優
勝

▼
細
井　
淳じ

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
朗
（
葵
高
校
２
年
）

第
61
回
東
北
中
学
校
体
育
大
会
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
男
子
４
×
５
㎞
リ
レ

ー
・
準
優
勝

▼
南
会
津
中
学
校　

　

・
河
原
田
海か

い
と斗

③
・
羽
染　
幹か

ん
た太

③

　
・
佐
藤　
　
豪ご

う
③
・
酒
井　
　
仁じ

ん
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
は
学
年

第
37
回
福
島
県
中
学
校
新
人
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
・
優
勝

▼
田
島
中
学
校
　

　
・
玉
川　
煌き

ら
り梨

②
・
渡
部　
遥は

る
ひ陽

①

　
・
高
倉　
　
和

な
ご
み

①
・
弓
田　
萌め

い結
①

　
・
星　
　
彩さ

な那
②
・
星　
那な

な

か
奈
佳
①

　
・
保
科　
咲さ

き季
①　
　
　
〇
は
学
年

第
15
回
横
浜
太
鼓
祭
浜
の
和
太
鼓
コ
ン
テ

ス
ト
（
全
国
大
会
）
組
太
鼓
の
部
・
優
勝

會
津
田
島
太
鼓
「
白
鼓
」

　
・
渡
部　
龍り

ゅ
う
だ
い大　

・
渡
部　
晃こ

う
だ
い大

　
・
阿
久
津
怜れ

お
ん音　

・
湯
田　
隼

し
ゅ
ん
ぺ
い平

　
・
大
竹　
春は

る
か歌　

・
大
竹　
楓ふ

う
か歌

　
・
阿
久
津
桜お

う
か花　

・
橋
本　
瑞み

ず
た
ま玲

　
・
小
椋　
遥は

る
と翔　

・
佐
藤　
翔し

ょ
う
た太

　
・
遠
藤　
元げ

ん
き気

第
27
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
福
島
県
支
部
大
会
・
優
勝

▼
會
津
田
島
太
鼓
「
狐
ノ
刃
」

　
・
弓
田　
優ゆ

ら来　
・
小
林
芽め

い

か
衣
花

　
・
菊
地　
昊そ

ら
り璃　

・
渡
部　
詩し

い
な奈

　
・
大
竹　
　
円ま

ど
か　

・
湯
田　
華は

な凪

　
・
弓
田　
媛ひ

ま
り葵　

・
小
椋　
結ゆ

い
と翔

第
26
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
国
際
大
会
in
北
杜
（
全
国
大
会
）
小

学
校
部
門
・
金
賞

▼
田
島
第
二
小
学
校
（
６
学
年
）

　
・
大
竹　
梓し

ず
く月　

・
鈴
木　
蒼あ

お
ね音

　
・
田
口　
榎か

の乃　
・
野
中　
柑か

ん
な花

　
・
星　
　
圭け

い
す
け祐　

・
星　
　
美み

お
り織

　
・
湯
田　
叶か

な
と夢　

・
弓
田　
紫し

ど
う道

　
・
横
山　
琴こ

と
み美　

・
渡
部　
開か

い
ど
う道
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能
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下
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め

健
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つ
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
運
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の
た
め

  　
　
　
　
　
　
　

７
月
か
ら
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道
使
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改
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し
ま
す
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月
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
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　【問合せ】　
　　環境水道課  経営係  
　　　電話  0241-62-6140

　

下
水
道
事
業
運
営
は
、
下
水
道
使

用
者
が
使
用
量
に
応
じ
て
費
用
を
負

担
す
る
受
益
者
負
担
が
原
則
と
な
り

ま
す
が
、
近
年
の
物
価
高
騰
の
影
響

に
よ
り
、
動
力
費
や
修
繕
費
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
下

水
道
使
用
料
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
使

用
料
収
入
の
不
足
分
を
町
の
一
般
会

計
（
税
金
）
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
は
、
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
皆
さ
ま
と
、
使
用
で
き
な
い
地
域

の
皆
さ
ま
と
の
負
担
の
公
平
性
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
改
善
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

前
回
の
使
用
料
改
定
か
ら
９
年
が

経
過
し
、
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
使
用
料

体
系
へ
の
変
更
が
急
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
使
用
料

を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
層
の
経
費
削
減
、
経
営

改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
下
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆現行及び改定後の下水道使用料（１ヵ月あたり：税込）
区　　　分 改正前 改正後 改定額

基本使用料（10㎥まで） 2,090円 2,805円 715円

超過使用料（１㎥につき）

11㎥～ 50㎥ 209円 209円 0円

51㎥～ 100㎥ 220円 220円 0円

101㎥～ 200㎥
231円

231円 0円

201㎥～　　　　　　(新) 242円 11円

※ 水道を使用している方は、別途水道料金が合算されます。

◆使用料改定の主な理由
 ・一般会計からの運営費補助の削減
 ・下水道使用料と合併処理浄化槽利用者の費用負担額の是正
　（年間の費用負担額、約8,700円程度の差を是正）

◆計算方法例
現行 改定後 値上額

715円

720円

720円

10㎥以下（一人暮らし等）
基本 10㎥　2,090円　　　2,090円
　　　　　　　　　          2,090円

15㎥以下（高齢者世帯等）
基本 10㎥　2,090円　　　2,090円
超過  ５㎥×209円　   　　1,040円
　　　　　　　　　　　　3,130円

25㎥以下（平均世帯）
基本 10㎥　2,090円　　　2,090円
超過 15㎥× 209円　  　 　3,130円
　　　　　　　　　　　　5,220円

10㎥以下（一人暮らし等）
基本 10㎥　2,805円　　　2,805円
　　　　　　　　　          2,805円

15㎥以下（高齢者世帯等）
基本 10㎥　2,805円　　　2,805円
超過  ５㎥×209円　   　　1,045円
　　　　　　　　　　　　3,850円

25㎥以下（平均世帯）
基本 10㎥　2,805円　　　2,805円
超過 15㎥× 209円　  　 　3,135円
　　　　　　　　　　　　5,940円

※ 消費税計算後の端数処理を10円未満切捨から１円未満切捨へと変更します。
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役場からのお知らせ

  

副
町
長
退
任

副
町
長
退
任  

・
就
任

・
就
任

  　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

02
  informationinformation

　

３
月
31
日
、
佐
藤
一か

ず
の
り範

副
町
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
副
町
長
は

令
和
４
年
８
月
１
日
に
就
任
後
、
２

年
８
か
月
に
わ
た
り
、
南
会
津
町
の

町
政
の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
県
に
復
帰
さ
れ
、
県
全

体
の
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
す
。

　

３
月
の
議
会
定
例
会
で
は
、「
住
民

と
の
距
離
が
近
く
、
顔
の
見
え
る
距

離
で
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
を

経
験
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
町
の
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
議
会
と
執
行
部
が
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
町
政
が
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
副
町
長
の
退
任
に
伴
い
、
町

議
会
で
は
、
３
月
14
日
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
福
島
県
職
員
で
福
島

県
財
政
課
主
任
主
査
の
二
瓶
勝か

つ
と
し俊

氏

の
副
町
長
選
任
を
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　

二
瓶
氏
は
４
月
１
日
よ
り
副
町
長

に
就
任
。
任
期
は
令
和
11
年
3
月
31

日
ま
で
の
4
年
で
す
。

  【問合せ】  
  　総務課  総務係  
  　電話  0241-62-6100

退任された佐藤副町長

就任された二瓶副町長

  

生
活
応
援
商
品
券
を
給
付
し
ま
す

生
活
応
援
商
品
券
を
給
付
し
ま
す
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町
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

町
内
で
の
消
費
を
喚
起
し
て
地
元
商

店
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
生
活
応
援
商
品
券
を
給
付

し
ま
す
。

　

商
品
券
は
町
内
加
盟
店
で
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
日
々
の
暮
ら
し
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

　【
給
付
対
象
者
】

　

４
月
15
日
現
在
、
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
全
町
民

　【生活応援商品券全般に関する問合せ】
　　商工観光課  商工振興係  電話  0241-62-6200
　【商品券の換金など加盟店に関する問合せ】
　　南会津町商工会  本所  　電話  0241-62-0329

ホームページ
はコチラ

【
給
付
額
】

　

１
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円
の

商
品
券

【
給
付
方
法
】

　

世
帯
主
宛
て
に
世
帯
全
員
分
の
商
品

券
を
一
括
で
郵
送
し
ま
す
。

※
５
月
中
旬
頃
か
ら
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」

　

に
て
順
次
お
届
け
し
ま
す
。

【
利
用
店
舗
】

　

生
活
応
援
商
品
券
に
同
封
す
る
加
盟

店
一
覧
も
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
利
用
期
間
】

　

６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

【
加
盟
店
募
集
に
つ
い
て
】

　

商
品
券
取
り
扱
い
加
盟
店
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

加
盟
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
南
会

津
町
商
工
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
商
品
券
取
り
扱
い
に
関
わ
る
手
数

料
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南会津町生活応援商品券

発行者：南会津町

令和
７年
令和
７年

全店
共通

利用
期間 令和7年6月1日~令和7年8月31日

¥1,000

南会津町生活応援商品券のご利用について
※この商品券は、加盟店で額面相当の商品購入またはサービスが受けられます。
※この商品券は、現金との引き換えはできません。
※スーパー、コンビニエンスストアなどの電子マネーへのチャージ（入金）はできません。
※釣り銭のお返しはできませんので、券額面以上のお買い物をお願いします。
※この商品券に番号のないものは無効です。
※この商品券の盗難、紛失または滅失等に対しては、発行者および加盟店はその責任を負いません。
※この商品券は、表面記載の利用期間を経過したものは無効です。
※加盟店であってもこの商品券をご利用いただけない商品やサービス等がある場合がございますので、
　あらかじめ加盟店にてご確認ください。

お問い合せ先 南会津町商工観光課
〒967-0004 南会津町田島字後原甲3531-1　TEL 0241‒62‒6200

1,000円×５枚綴り
南会津町生活応援商品券

令和７年令和７年

発行者：南会津町
利用
期間 令和7年6月1日~令和7年8月31日 町ホームページ

「生活応援商品券」

表紙（ナンバーはイメージ）

おもて面（ナンバー・ミシン目はイメージ）

うら面（ミシン目はイメージ）　

0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 1

主な経歴

 ・相双建設建設事務所
　総務部用地課
 ・同　土木部用地室
 ・同　商工労働部
　　　企業立地課
 ・総務部財政課
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
方
に
は
、
有

効
期
限
の
約
３
ヶ
月
前
に
Ｊ-
Ｌ
Ｉ
Ｓ

（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
）

か
ら
「
有
効
期
限
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、

有
効
期
限
を
迎
え
ら
れ
る
前
に
お
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
新
の
お
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
保

険
証
と
し
て
の
ご
利
用
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
】

　

本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口
で

お
手
続
き
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
開
庁
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
本
人
に
よ
る
手
続
き
】

　

原
則
、
本
人
に
よ
る
お
手
続
き
に
な

り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

➊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

➋
有
効
期
限
通
知
書
（
お
持
ち
の
方
）

➌
暗
証
番
号
の
控
え
（
お
持
ち
の
方
）

【
代
理
人
に
よ
る
手
続
き
】

　

代
理
人
の
方
が
更
新
の
お
手
続
き
を

さ
れ
る
場
合
、「
有
効
期
限
通
知
書
」

に
同
封
さ
れ
て
い
る
回
答
書
及
び
委
任

状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
の
暗
証
番
号
が
分
か
ら

　

な
い
場
合
、
当
日
の
更
新
手
続
き
が

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
も
の

➊
申
請
者
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

➋
代
理
人
の
方
の
本
人
確
認
書
類

➌
回
答
書
及
び
委
任
状

※
申
請
者
本
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

➍
有
効
期
限
通
知
書
（
お
持
ち
の
方
）

　【問合せ】
　　住民生活課  戸籍住民係
　　　　電話  0241-62-6120

その他
　詳細については町ホーム
ページにてご確認ください。

　町 HP は
　　　コチラ▶

  

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

  　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
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町
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
始
ま
り

ま
す
。犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方
に
は
、

日
程
表
と
問
診
票
を
個
別
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
射
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

❶
犬
が
妊
娠
・
病
気
等
の
場
合
は
、
必

　

ず
注
射
前
に
申
し
出
て
、
獣
医
師
の

　

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の

　

注
射
は
健
康
な
犬
に
限
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

❷
犬
の
体
は
清
潔
に
し
、
安
静
状
態
で

　

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必

　

ず
犬
を
抑
え
ら
れ
る
方
が
連
れ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。（
抑
え
ら
れ
な
い
場

　

合
は
、
注
射
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
）

❸
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
会
場
に
つ

　

い
て
は
、徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❹
引
綱
（
リ
ー
ド
）
は
、
丈
夫
な
鎖
等

　

を
使
用
し
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う

　

点
検
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

❺
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
ビ
ニ

　

ー
ル
袋
・
シ
ャ
ベ
ル
等
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

❶
注
射
会
場
で
も
犬
の
新
規
登
録
が
で

　

き
ま
す
が
、
注
射
会
場
は
混
み
合
う

　

た
め
、
登
録
に
時
間
が
か
か
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
登
録
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

❷
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

受
け
た
場
合
は
、
注
射
済
証
明
書
を

　

町
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

   【申込み・問合せ】
環境水道課  環境衛生係　　　　  　電話  0241-62-6140
舘岩総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-78-3335
伊南総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-76-7717
南郷総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-72-2114

注射料金・新規登録料金

　　注射料金（１頭）　　3,250 円
　　新規登録料（１頭）　3,000 円
　※お釣りのないようお願いします。
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催
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会
津
演
奏
家
連
盟
が
主
催
と
な
り
、

未
就
学
児
も
ご
入
場
大
歓
迎
の
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

南
会
津
町
出
身
の
演
奏
家
や
地
域
の

合
唱
団
の
皆
さ
ん
も
出
演
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

お
子
様
連
れ
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

６
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場
：
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演
：
午
後
２
時

【
開
催
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

　【問合せ】
　　生涯学習課  芸術文化係  
　　　　電話  0241-62-6311

【
料
金
】

　

一
般
：
１
，
０
０
０
円　

　

学
生
：
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）

※
全
席
自
由

【
出　
演
】

◆
ソ
プ
ラ
ノ

　

阿
部
祥
子
（
南
会
津
町
出
身
）

　

渡
部
史
子
（
南
会
津
町
出
身
）

◆
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

　

小
山
雅
代
（
下
郷
町
出
身
）

　

鈴
木
博
子
（
南
会
津
町
出
身
）

【
賛
助
出
演
】

◆
合
唱

　

ス
ウ
ィ
ー
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
た
じ
ま

　

コ
ー
ラ
ス
・
フ
ル
ー
ル

【
後　
援
】

　

南
会
津
町
教
育
委
員
会

前売券販売所

◆ MUSIC PLAZA 白水堂
　　電話  0242-36-6601
◆御蔵入交流館

  

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
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医
療
機
関
の
受
診
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ご
自
身
の
医
療
費
に
つ
い
て
振
り

返
り
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
方
に
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
れ
ま
で
２

か
月
に
１
回
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
度
は
、
回
数
を
減
ら
し
て
送

付
し
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
】

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
確
定

申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
の
資

料
と
し
て
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
の
11
月
・

12
月
受
診
分
は
、
送
付
時
期
が
確
定
申

告
後
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
も
、

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
は
同
様
の

こ
と
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

領
収
書
は
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　【問合せ】  
　　住民生活課  国保年金係  電話  0241-62-6180

その他

　医療機関の受診内容や医療費に
ついて、マイナポータルにログイ
ンし、「医療費通知情報」をダウ
ンロードすることでも確認できま
す。詳細は、マイナポータルのペー
ジをご覧ください。

マイナポータ
ルはコチラ

◆国民健康保険
回数 受診月 送付時期（予定）

１ 令和７年
１月から 10 月

令和８年１月下旬
から２月上旬

２ 令和７年
11 月・12 月

令和８年３月下旬
から４月上旬

◆後期高齢者医療
回数 受診月 送付時期（予定）

１ 令和７年１月
から 12 月

令和８年２月下旬
から３月上旬
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役場からのお知らせ

  

陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽
隊
演
奏
会　

南
会
津
町
公
演

陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽
隊
演
奏
会　

南
会
津
町
公
演
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【
開
催
日
時
】

　

６
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場
：
午
後
１
時

　
　
　
　

開
演
：
午
後
１
時
30
分

【
入
場
料
】

　

入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
の
お
申
込

み
が
必
要
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
、
陸
上
自

衛
隊
第
６
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
を
、

今
年
も
御
蔵
入
交
流
館
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

各
地
の
演
奏
会
等
で
絶
賛
さ
れ
て
い

る
隊
員
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
元

気
を
も
ら
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
主　
催
】

　

南
会
津
町
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員

会
・
南
会
津
町
教
育
委
員
会

【
協　
力
】

　

南
会
津
町
自
衛
隊
協
力
会

【問合せ】　生涯学習課  芸術文化係  電話  0241-62-6311

観覧申込み方法

　郵便往復はがき （私製を除く）に以下の必要事項を記入して、お申し込みください。修正
液を使用したものは無効となります。

【往信用裏面】　➊郵便番号　➋住所　➌お名前　➍年齢(人数分)　➎電話番号　
　　　　　　　➏観覧希望人数 （２人まで)

【返信用表面】　➊郵便番号　➋住所　➌お名前 （２人の場合は代表者）

【あ　て　先】　〒967-0004　南会津町田島字宮本東22番地　南会津町教育委員会
　　　　　　　生涯学習課内　「陸上自衛隊第６音楽隊演奏会」観覧係

【応　募　締　切】　５月７日 （水）必着　
　　　　　　※ ５月22日頃を目処に返信用ハガキで、当選者は座席番号を記載した入場券
　　　　　　　 として、落選者には落選通知として、返信用ハガキを発送します。
　　　　　　※ 「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。
　　　　　　※ 当選はお１人様１通に限らせて頂きます。
　　　　　　※ 記載事項に不備があった場合は無効となります。
　　　　　　※ １歳以上のお子様から人数に含みます。

指揮隊長１等陸尉　　
　　　　　石村　俊之
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まちの話題

　３月１日、令和５年度の県立高校の再編・統合後も
活用されていた南会津高校南郷校舎の卒業式と閉校舎
式が行われました。
　卒業式では、南郷校舎最後の卒業生となった16人の
生徒が晴れやかな表情で入場。教職員や保護者、地域
住民らが見守る中、一人ひとりがこれまでの思い出を
かみしめながら、卒業証書を受け取っていました。
　卒業生を代表して渡部美

み そ ら

空さんが「どんな困難に直
面してもこの高校で学んだことをいかし、前に進んで
いきたい」と答辞を述べました。
　卒業式が終わると閉校舎式が行われ、卒業生の中山
翠
みどり

さんが「16人での活動は大変なこともありました
が、地域の皆さんに支えられ、歴史と伝統ある校舎で
卒業できたことを誇りに思う」とあいさつしました。
　閉校舎式に伴い、校舎内が一般開放され、過去の写
真などが展示されました。訪れた同窓生や地域住民の
方々は校舎内を巡り、地域に愛された学び舎に別れを
告げていました。
　また、閉校舎式後は、卒業生が地域への恩返しを込
めてライブ演奏を行いました。

南会津高校南郷校舎卒業式・閉校舎式

年の歴史に幕　77

閉校舎式で旧南会津高校の校歌を斉唱

卒業証書を授与される生徒

　南郷校舎の歴史は、昭和23年に開設された南会
西部高校が出発点で、昭和25年に現在の場所に移
転。昭和35年には校名が南会津高校となりました。
　小規模校ながら、教職員の方々の熱意ある指導
と地域の方々の協力と支えによって、国公立大学
等への高い進学率と部活動での目覚ましい活躍な
ど輝かしい実績を残してきました。
　新生南会津高校の誕生後も２年間、南郷校舎で
学ぶ生徒たちを見守り続け、これまでに6,628名の
卒業生を送り出してきた校舎は、多くの人に惜し
まれながらその役目を終えることとなりました。閉校舎式後のライブ演奏の様子

　３月24日、町選挙管理委員会の渡部俊
と し お

夫委員長に、和
田南会津地方振興局長より総務大臣表彰が伝達されまし
た。これは、昨年10月に行われた第50回衆議院議員総選
挙において、選挙の適切な執行管理と明るい選挙の推進
活動により、本町の投票率が県平均の53.93％を大きく上回
る73.84％を記録した功績が認められたものです。なお、福
島県選挙管理委員会委員長表彰も併せて受賞されました。

衆議院議員総選挙における総務大臣表彰

い投票率が認められ高

左から、渡部町長、渡部さん、和田局長
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　３月、町内の各保育園（所）・幼稚園にて、卒園式・
満了式が挙行されました。
　合わせて58人の子どもたちが、先生方や保護者の方
に見守られながら、たくさんの思い出が詰まった園舎
を巣立ちました。各園では、息の合った歌声で卒園の
歌を歌う姿や、堂々と証書を受け取る姿が。保護者の
方々は、成長した我が子の姿を目に焼き付けていました。

卒園式・満了式が挙行

い出の園舎巣立つ思

田島保育園

舘岩幼稚園

びわのかげ保育所

伊南保育所

南郷保育所

暁の星幼稚園

田部原保育所
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まちの話題

　2月28日、文部科学省において令和６年度社会教育功
労者表彰として渡部キヨ子様、令和６年度優良PTA文部
科学大臣表彰として南会津町立荒海中学校父母と教師
の会様がそれぞれ受賞されました。
　３月７日には受賞の報告のため、渡部町長と川島教育
長を訪問されました。多年にわたる社会教育の振興や
PTA活動の優秀や実績が評価されての受賞となりました。

令和６年度文部科学大臣表彰

年にわたる功績を称える永

左から、川島教育長、海中学校父母と教師の会
の渡部翔

しょうた

大会長、渡部キヨ子さん、渡部町長

　２月28日、「結」協定 （友好交流協定）を結ぶ泉崎村
より、大雪見舞金として町に100万円が寄付されました。
　国道 289号（甲子道路）の開通に伴ない、平成 20年協
定を締結。、お互いの持つ観光、特産品などの地域資源
を活かした取り組みや、スポーツ交流などを行って来ま
した。箭

やんない

内憲
のりかつ

勝村長は、「今年は大変な大雪、見舞金を
役立ててほしい」と話しました。

泉崎村より100万円の寄付

道289号線が結びつけた縁国

佐藤副町長へ見舞金を贈る箭内村長㊧

　３月21日、標記大会のアルペン競技に出場する７名の選手が渡部町長のもとを訪れ、大会での活躍を誓いました。
　中学生は東北予選を、小学生は福島県予選会をそれぞれ勝ち抜き、代表権を手にしました。
　子どもたちは 「１位を目指したい」、「楽しんで滑りたい」などそれぞれの抱負を語りました。また、保護者からも 「一
つの町から７名も選手が代表となったのは、ナイター練習の設備や遠征費などの支援があるからです」と話し、渡部町
長からは 「町の誇りです。ベストを尽くしてほしい」とエールを送りました。
　大会は３月下旬、長野県上田市の菅平パインビークオオマツスキー場で開催されています。

JOCジュニアオリンピックカップ2025全日本ジュニアスキー選手権大会出場報告

表選手として全国大会での活躍を誓う！代

【出場選手】

 ・弓田　　陸
りく

 （荒海中３年）　

 ・湯田　天
たかみち

道 （田島中２年）

 ・近藤　愛
あ い と

叶 （南郷小６年）　

 ・馬場麻
ま り な

里奈 （南郷小６年）

 ・大竹　涼
りょうじ

士 （田島小５年）

 ・湯田　浩
ひ ろ と

登 （田島二小５年）

 ・湯田　陽
ひ な の

希 （田島小５年）前列左から、大竹さん、湯田浩登さん、湯田陽希さん、馬場さん、後列左から、
渡部町長、湯田天道さん、近藤さん、だいくらジュニアアルペンスキークラブ大橋会長、
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　３月６日から11日まで６日間、標記大会が会津高原た
かつえスキー場で開催されました。
　同大会は、地区大会を勝ち抜いた選手が一同に集い、
その年のアマチュア日本一を決めるもので、スノーボード
クロスやスロープスタイルなど５種目が行われました。
　のべ400人を超える選手が参加し、トップアマライダー
によるダイナミックで魅力的な滑走が披露されました。

第43回JSBA全日本スノーボード選手権大会

ップアマライダーが集結ト

11日開催されたスロープスタイルの様子

　２月20日、脱炭素を目的とした地球温暖化防止に関する活動につ
いて優れた取り組みを表彰している 「脱炭素チャレンジカップ」にて、
愛twoランドみなみ （湯田芳

よしひろ

博代表）が奨励賞を受賞されました。
　同会では、放置された里山林を適正に整備することで CO2の吸
収率の増加に寄与する。また、里山林で生じた枝などを有機肥料と
して活用することで炭素を畑地に取り込み削減する。さらに、農産
物の育成に活用させるなどの取り組みが評価されての受賞となりました。

脱炭素チャレンジカップ2025

炭素で地域循環の共生圏を創造脱

賞状を持つ同会幹事の加藤勝
か つ や

也さん

　３月22日、だいくらスキー場キッズパークでNPO法人
ひのきスポーツクラブによる、雪ガキ決定戦 （雪遊びイ
ベント）が開催されました。
　町内外から約50人が参加したイベントでは、２チーム
にわかれ、ソリリレーや雪玉ストラックアウト、雪玉いれ
など全 6種目で得点を競いました。参加者は晴天の中、
思い思いに雪遊びを満喫していました。

ひのきスポーツクラブによる雪遊び

年の雪遊びが決まる今

雪遊びを楽しむ子どもたち

　３月19日、御蔵入交流館で南会津吹奏楽フェスティバ
ル2025が開催されました。
　田島中学校・下郷中学校・南会津高校の吹奏楽部、田
島吹奏楽団のそれぞれの参加団体の特色が反映された
演奏が披露されました。
　また、合同演奏によるスペシャルバンドでの迫力ある
演奏に、観客のみなさんも手拍子で応じていました。

南会津吹奏楽フェスティバル2025

力の音色が響く迫

スペシャルバンドでの演奏の様子
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まちの話題

　３月５日、めでたく100歳を迎えられた齋藤のぶ子さ
ん （本町）への賀寿贈呈式が、入所されている特別養
護老人ホーム優雅で行われました。
　85歳まで趣味のバウンドテニスを行っており、好き嫌
いしないことが長寿の秘訣だと話します。式では、駆け
つけた家族や出席者の方々にお礼を述べていたのぶ子さ
ん。これからもお元気にお過ごしください。

齋藤のぶ子さん百歳を迎える

目の日を家族と過ごす節

笑顔で写真撮影に応じるのぶ子さん㊥

　２月28日、めでたく100歳を迎えられた室井森
も り た ろ う

太郎さ
ん （福米沢）への賀寿贈呈式が、ご自宅で行われました。
　一人暮らしをしており、食事の支度や洗濯、掃除など
をご自身で行っています。積雪のない時はシニアカ―で
散歩したり、天候が悪い時はエアロバイクで運動したり、
ストレスを発散して生活することが長寿の秘訣だと話す
森太郎さん。これからもお元気にお過ごしください。

室井森太郎さん百歳を迎える

歳超えても元気に一人暮らし百

白のちゃんちゃんこを纏う森太郎さん㊨

　３月10日、めでたく100歳を迎えられた五十嵐トシさ
ん （南郷上町）への賀寿贈呈式が、入所されている特
別養護老人ホーム南郷ホームで行われました。
　91歳まで農業を営み、演歌を聞くこと歌うことが大好
きだとういうトシさん。規則正しく生活し、よくお話をす
ることが長寿の秘訣だと話します。これからもお元気に
お過ごしください。

五十嵐トシさん百歳を迎える

ンクのちゃんちゃんこを纏いピ

花束を持って写真撮影に応じるトシさん㊥

　３月15日、めでたく100歳を迎えられた原田シマノさ
ん （関本）への賀寿贈呈式が、入所されている特別養
護老人ホーム優雅で行われました。
　長寿の秘訣は、心と体がさびないように何でもやって
過ごすことだと話します。式では、両手を広げて100歳
のポーズをとり、100歳を迎えた喜びを表現していたシマ
ノさん。これからもお元気にお過ごしください。

原田シマノさん百歳を迎える

手を広げ、祝100歳！両

手を広げてポーズをとるシマノさん㊥
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　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。学校ごとに毎月一つ旬な情報
をお届けします。下記ＱＲコードからも各学校
の情報を発信していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎

   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
南会津高等学校

本校舎

　５年生が企画した６年生を送る会が行われまし
た。全校生でゲームを楽しみ、下級生から６年生に
感謝の気持ちとプレゼントが贈られました。そのお
返しに６年生からは心のこもった言葉が贈られまし
た。全校生にとって忘れられない１日となりました。
会を運営した５年生からは来年度への決意が感じら
れました。

２月27日　感謝の気持ちをもって

６年生を送る会

舘岩小学校

　会では、６年生一人ひとりに宛てた手紙を披露す
るなど、工夫を凝らした内容で６年生への感謝の気
持ちを伝えました。また、鼓笛移杖式では、新鼓笛
隊の演奏が行われ、６年生から伝統のバトンを受け
つぎました。最後は６年生から感謝の気持ちを込め
たダンスが披露され、会場は大いに盛り上がり会を
締めくくりました。ありがとう151代目６年生。

３月４日　６年生を送る会

ありがとう、６年生！！

荒海小学校

　小学校6年間で通算1193日目の節目でした。卒業
生7名の姿は、これまでで最も輝いていました。歌
声も別れの言葉も本当に立派で、保護者の皆様や来
賓の皆様からも多くの感動の言葉を頂戴しました。
　６年生の皆さん、中学校でも、その輝きを忘れず、
さらなる成長を目指して頑張ってください。

3 月 21 日　卒業式

思い出に残る卒業式！

桧沢小学校
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学び舎スケッチ

　卒業式を３月21日にひかえ、田島小学校での生
活もあとわずかな６年生が全校生に感謝の気持ちを
伝える活動を計画しました。それぞれの学年と楽し
く遊べる内容を考え、分かりやすく伝え、一緒に楽
しむことができました。６年間でたくさんの思い出
をつくりましたが、最後に一つ素晴らしい思い出が
できました。

２月 27日　全校生と遊ぼう

６年生による企画　感謝を全校生に

田島小学校

　今年は雪がたくさん降りました。校庭にもまだま
だ雪が残っています。子どもたちからの発案で、ス
ノーフェスティバルを行うことになりました。
　そりでのリレー、雪像づくり、みかんまきなど、
どれも楽しい活動をすることができました。

３月４日　雪の中での活動

楽しかったよスノーフェスティバル

伊南小学校

　５年生を中心に様々な準備をしてきた６年生を送
る会。伝統の鼓笛を引き継ぐ鼓笛移杖式。楽しい思
い出を作ろうと計画されたジェスチャーゲームや長
なわとび。学校の顔として頑張ってきてくれた６年生
と、楽しい思い出がまた一つできました。楽しいだけ
でなく、感謝の気持ちをしっかりと伝えようという在
校生の思いがつまった６年生を送る会でした。

３月７日　6年生を送る会

ありがとう・さようなら6年生

田島第二小学校

　６年生を送る会が行われました。６年生は毎日の
集団登校や清掃活動などで優しく下級生の面倒を見
てくれました。
　お世話になった６年生へ在校生から感謝の気持ち
が伝えられ、別れが惜しく、涙を流す子もいました。
４月からは中学生として、がんばってほしいです。
応援しています。

３月７日　６年生を送る会

ありがとう６年生

南郷小学校
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　卒業式は、中学校３年間の締めくくりとなる大切
な行事です。主役の卒業生は、この３年間で大きく
成長し、堂々とした姿で式に臨んでいました。在校
生は、卒業生への感謝の気持ちを込めて、たくさん
練習を重ねた歌を贈りました。卒業生の旅立ちを見
送った後輩たちは、一段と頼もしくなった背中で、
４月からの田島中学校を引っ張っていきます。

３月 14日　卒業式

旅立ち

田島中学校

　３年生と過ごした日々に感謝を込めて、１・２年
生が一生懸命に考えた「3年生を送る会」を今年も
実施。３年生は高校の前期試験の翌日ということも
あり、会までは少し緊張した様子でしたが、みんな
の気持ちを受け取って安心したのか、最後は２人とも
満面の笑みで会を閉じることができました。舘岩中学
校の良さと伝統を感じる本当に素晴らしい会でした。

３月７日　３年生を送る会

絆

舘岩中学校

　小学校から食べてきた給食もこの日が最後。９年
分の感謝の気持ちを込めて、みんなで声をそろえて

「いただきます」「ごちそうさま」を言いました。給
食を食べながら何気ない会話で級友や先生と盛り上
がった時間は、かけがえのない思い出となりました。
おいしい給食のおかげで、ここまでみんな大きく健や
かに成長できました。今までありがとうございました。

３月 12日　３年生最後の給食

感謝の気持ちを込めて

南会津中学校

　荒海中学校のこれまでのPTA活動の実績が認めら
れ、このたび、｢優良PTA｣として、文部科学大臣よ
り表彰されました。代表して、渡部ＰＴＡ会長が表
彰式に参加しました。本校のシンボル、らくだ山の
｢心｣の理念。今後も、学校・家庭・地域が三位一体
となり、子どもたちの健全な｢心｣の育成に努めてい
きたいと思います。

２月 28日　優良PTA文部科学大臣表彰

荒海の未来のために

荒海中学校
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学び舎スケッチ

４月 ５月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ 1 2 3

６ ７ ８ ９ 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

図書館  休館日カレンダー　（■が休館日）

図書館へ行こう！
開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認▶

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

南会津高等学校（本校舎）

　青空のもと、３年間の高校生活を過ごした学び舎
を後に、49名の金の卵が飛び立っていきました。
　来年度、本校は総合学科の教育課程が完成します。
１年次から３年次までが、全て総合学科のカリキュ
ラムを元に学習を進めることとなります。
　総合学科の学校として、総合的な探究の時間を軸
に、多様な教育的ニーズに対応してく所存です。
　今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力を
お願いします。

３月１日　第２回卒業証書授与式

本校で学んだことを胸に羽ばたいて

■わくわくとしょかんワーク
➊図書館見学会
　図書館をより良く利用してもらうため、図書館見学
会を開催します。どなたでも参加いただけますので、
まだ図書館を利用したことがない方も、この機会にぜ
ひご参加ください。
　日時 ：４月30日（水）午前10時30分～正午頃　
　　　　※館内整理日に開催します。
　場所 ：南会津町図書館
　内容 ：図書館全体の説明、本の探し方、閉架書庫の
　　　　見学、図書の貸出（普段は見れない、閉架書
　　　　庫からの貸出可）
　定員 ：15名　先着申込み。
　　　　定員になり次第締め切ります。
　申込 ：図書館カウンターまたは電話にてお申し込み
　　　　ください。

➋えいが会
　２日間にわたり、えいが会を実施します。申込不要
でどなたでも無料でご覧いただけ、飲食可能です。ぜ
ひご来場ください。
　日時 ：５月４日（日）～５月５日（月・祝）
　場所 ：多目的ホール
　内容 ：両日とも、11時から子ども向け作品、
　　　　14時から一般向け作品

■子ども読書週間関連事業
　標語 ：「あいことばはヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」
　期間 ：４月23日（水）～５月６日（火）まで
➊たくさん読もう・チャレンジ
　中学生以下の方で、期間内10冊の読書を達成した場
合、粗品をプレゼントいたします。

➋春のリサイクル市
　図書館で廃棄する図書（古い本・状態の悪い本があ
ります）について、ご希望の方に無償で提供しますの
で、ご自由にお持ち帰りください。（一人何冊でも可）
　場所 ：図書館入口ガーデンモール

■休館のお知らせ
　５月７日（水）～５月 17日（土）まで特別整理期間
のため、休館となります。図書資料の貸し出し、返却
はできませんのでご注意ください。
※返却は御蔵入交流館入り口の返却ボックスをご利用
　いただけます。
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我
が
国
の
温
室
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ス
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出
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減

の
目
標
の
達
成
や
災
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防
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等
を
図
る

た
め
の
森
林
整
備
等
に
必
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地
方
財

政
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て
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「
森
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環
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与
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、人
材
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手
の
確
保
、
木
材
利
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啓
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し
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森
林
整
備
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用
す
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た
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て
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ま
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森
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と
は
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森林環境譲与税

森
も り
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森
林
に
は
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

➊
様
々
な
生
物
を
守
る

　

森
林
を
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、
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に
生
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➋
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森
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収
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温
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る
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森
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➌
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蒸
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山
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て
い
な
い
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、
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雨
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土
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が
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。

森
林
の
樹
木
は
地
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に
し
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り
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を

張
り
、
土
や
石
を
つ
か
ま
え
、
土
が
流

  【問合せ】
　農林課  林政係  
　　電話  0241-62-6220

きとね
Instagram
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搬
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０
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。
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踏
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孫
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ゅ
っ
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ち
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丸
山　

陽
子

日　程 病院名 電話番号

４月13日 馬場医院 0241-62-0141

４月20日 なかやクリニック 0241-73-2036

４月27日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

４ ・５月の日曜当番医 日　程 病院名 電話番号

５月４日 きむらクリニック 0241-62-5576

５月11日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

５月18日 高橋医院 0241-62-0040

５月25日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

作り方　

❶ 酢・砂糖・塩を混ぜて寿司酢をつくり、炊き上がっ

　 たご飯にしゃもじをきるようによく混ぜ合わせる

　 （寿司飯は乾燥しないように濡れ布巾等をかける）

❷ 菜の花は熱湯で茹でて水さらしをして2㎝幅に切る

❸ 茹でエビは熱湯でサッと茹でる

❹ 【錦糸卵】の材料をよく混ぜ、フライパンに油を薄く

　 のばし卵液を流し入れ薄焼き卵を4枚焼き、冷めて

　 から細切りにする

❺ 器に寿司飯を盛り付け、刻みのりを散らし、その上

　 に錦糸卵・菜の花・茹でエビを彩りよく散らせば完成

　　菜の花とエビ　　菜の花とエビ
　　　のちらし寿司　　　のちらし寿司

栄養価（１人分）

エネルギー　 405kcal

たんぱく質　　 16.1ｇ

脂質　　　　　　8.8ｇ

炭水化物　　　　 62ｇ

塩分　　　　　　1.2ｇ

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜　菜の花

材料（4人分）

ご飯　　　　　　　  600ｇ

菜の花　　　　　　  120ｇ

茹でエビ　　　　　  100ｇ

刻みのり　　　　　　　少々

酢　　　　　　　　大さじ３

砂糖　　　　　　　大さじ１

塩　　　　　　　　小さじ１

キャノーラ油　　　大さじ１

【錦糸卵】

卵　　　　　　　　　　4個

砂糖　　　　　　　大さじ１

塩　　　　　　　　　　少々

片栗粉　　　　　　　　少々
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今月号の目次

　Ｐ２ ：令和７年度南会津町政施政方針 ・主要施策
　Ｐ８ ：令和７年度当初予算概要
　Ｐ10 ：令和７年度町職員配置表
　Ｐ12 ：令和６年度南会津町教育委員会表彰式
　Ｐ14 ：役場からのお知らせ
　　　　　下水道使用料を改定　　　　　　　　など（８件）

　Ｐ19 ：まちの話題
　　　　　南会津高校南郷校舎卒業式　　　　　など（14件）

　Ｐ24 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ28 ：木の町みなみあいづ
　Ｐ30 ：文芸・戸籍など
　　　　　日曜当番医、健康レシピ、文芸ごよみ、
　　　　　渡部町長の公務百景、戸籍の窓口、編集後記

　Ｐ32 ：Only One
　　　　　星麻里さん、今月号の表紙、４月の納税こよみ

◆ この度の人事異動で広報担当を離れることとなりました。
　 ３年間毎月、広報紙を発行することができましたのは、快
　 く取材にご協力いただきました方々や、優しく声を掛けて
　 いただきました皆さまがいたからです。本当に本当にあり
　 がとうございました。また、拾いきれなかった情報や載せ
　 きれなかった記事、ご迷惑をおかけしこともあったと思い
　 ますが、広報担当にならなければ出会わなかった方々や瞬
　 間がありました。この３年間で得ることのできた経験とご
　 縁を、これからにいかしていきます。そして、私の反省点
　 は次の広報担当に引き継いでいきますので、これからもど
　 うぞ「広報みなみあいづ」をよろしくお願いします。

ご意見 ・ご要望はコチラまで　　　　　　　　　　　　　　　
　総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

編集後記

３月 会議 ・行事名
１ 南会津高校卒業式・南郷校舎閉校舎式
２ 南会津町教育委員会表彰式
３ 課長会議
６ 第１回町議会定例会（初日）
11 第１回町議会定例会（２日目）
12 第１回町議会定例会（３日目）

渡部町長の公務百景 （ № 34 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

13 舘岩中学校卒業式
14 第１回町議会定例会（４日日）
18 福島県土地改良事業団体連合会理事会・通常総会
19 舘岩幼稚園卒園式
21 桧沢小学校卒業証書授与式／南会津病院地域医療協議会
25 伊南保育所・南郷保育所満了式／南会津理事会
26 びわのかげ保育所満了式／野岩鉄道㈱第167回取締役会
27 会津鉄道㈱第160回取締役会
28 千葉市表敬訪問
31 派遣職員・退職職員辞令交付式／退職職員感謝状贈呈式

戸籍の窓口 （２月25日～３月23日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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／
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４
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発
行

南会津町の人口

   世帯数　6,221 世帯数　6,221世帯（-31）世帯（-31）    総人口　13,206 総人口　13,206人（-109）人（-109）    男　6,507 男　6,507人（-56）人（-56）    女　6,699 女　6,699人（-53）人（-53）

※ 令和７年４月１日現在（　）内は前月比※ 令和７年４月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　舘岩中学校の卒業式の一コ
マです。今年の卒業生は２名
で、卒業生挨拶で互いに言葉
を掛け合う姿が印象的でし
た。写真は恩師の先生へ色紙
を渡す場面。二人三脚で過ご
した絆が垣間見えました。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ ４月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（　ー　）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （　ー　）
    介護保険料 　　　　 （　ー　）
    後期高齢者医療保険料  （　ー　）
    国民年金保険料 　　 （３月分）

納期限　　　　４月30日（水）
休日納税相談　４月27日（日）
      8:30~12:30（本庁のみ開催）

Only One
Vol. 47

  星  麻
ま り

里  さん (田島上町)

　　　皆さんと一緒に町の良さを
　　　　　　　　発信していきます！

　
南
会
津
町
観
光
物
産
協
会
に
勤
め
る
星

麻
里
さ
ん
は
、
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
宿
泊
事
業
者
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
働
い
て
い

た
星
さ
ん
は
、
地
元
へ
の
愛
着
と
観
光
業

へ
の
憧
れ
か
ら
求
人
の
あ
っ
た
観
光
物
産

協
会
へ
の
就
職
を
選
択
。
震
災
直
後
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、

正
確
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
会
津
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ん

だ
べ
ぇ
」
の
ア
テ
ン
ド
も
務
め
ま
す
。
星

さ
ん
の
優
し
い
人
柄
と
特
産
品
の
知
識
が

豊
富
な
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
、
ん
だ
べ
ぇ
が

唯
一
懐
い
た
人
間
で
、
ほ
か
の
人
に
聞
こ

え
な
い
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

一
環
で
動
画
の
編
集
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
町
内
は
広
く
、
素
敵
な
風
景
や
魅
力

の
あ
る
人
々
、
新
た
な
挑
戦
な
ど
拾
い
き

れ
な
い
部
分
も
あ
る
様
子
。「
い
い
な
と

思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。
皆

さ
ん
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
町
の
良
さ
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
星
さ
ん
は
、
ん
だ
べ
ぇ
が
惹
か
れ
た
人

柄
と
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
地
域

の
人
々
と
と
も
に
、
観
光
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

南会津町観光物産協会ホームページ▶


